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運送業の労災、とにかく多い、「転落・挟まれ」

運転手 積み降し作業時、荷台から転落事故多発

○ 鋼材、資材の積み降し作業中の、手・指・足のはさまれ事故に注意しましょう
○ ハウス、トイレの積み降し作業時の、脚立・屋根からの転落に注意しましょう
○ 敷き鉄板の積み降し作業時、ユニック作業に注意しましょう
○ 「吊り下」には 、絶対、絶対･････入らないこと 『逃げ場』の確保
○ ワイヤー、フック、シャックルの安全点検

◇見直そう 「慣れ」の作業◇

◇冬道の事故防止 追突事故の防止◇
～先を読み キケンを回避 これぞプロ～

○ 吹雪の時には、雪煙の中に乗用車がいる
・トラックは運転席が高いので先が見える
・乗用車は運転席が低いので見えない
・前が見えない乗用車は減速をする ☞ トラックも減速をしないと追突する

○ 右左折時のスリップ事故多発 交差点付近は、そもそも滑りやすい
・右左折時は『徐行』が基本 ☞ ブレーキ＆ハンドルの『同時操作』は厳禁

～交差点手前でしっかり減速を ～
・横断歩行者がいたら、どうする ☞ 雪山などで死角が多い

～やはり、交差点手前でしっかり減速を ～

○ 前の車がスリップしても、巻き込まれない『車間距離』を
自分が滑る ＝ 周りの車も滑る ☞ 危険に自ら近づかない

小樽 すれ違いざまに…
大型ダンプと軽乗用車が衝突 シャーベット状態 2人が病院に搬送

安全にすれ違う自信がなければ端に寄って停止
２０２１／２／６（土） １４：２０

６日午前１１時２０分ごろ、小樽市朝里川温泉１丁目の道道９５６号で大型ダンプの横に軽乗用車が衝突する
事故がありました。乗っていた２人が病院に搬送されました。いずれも意識はあるということです。警察による
と、大型ダンプと乗用車はそれぞれ別々の方向に走っていて、すれ違う際に大型ダンプがよけようとしたところ
、軽乗用車が衝突したとみられています。事故当時、路面はシャーベット状態だったということです。

Ｕターン、対向車と衝突
Ｕターンしようとした軽乗用車の会社員の男性死亡
横断歩道などで中央分離帯が一部途切れている場所

道を間違えてあせっていたか？
◇Ｕターンは、事故の確率が増大 避けましょう◇

２０２１／２／６（土） １３：００
５日午後７時３０分頃、鳥取県でＵターンしようとした軽自動車と反対車線を走ってきた乗用車が衝突した。

この事故で軽自動車を運転していた会社員の男性（３８）が首を強く打ち死亡が確認された。現場は片側２車線
の直線道路で、横断歩道などで中央分離帯が一部途切れている場所。

農業運搬車の下敷き 作業中の男性死亡
伐採樹木を一人で片付けていた

◇作業中は、周囲の安全確認、『逃げ場』の確保◇
２０２１／２／６（土） １１：５１

５日午後５時１５分ごろ、千葉県の住宅敷地内で、この家に住む男性（８３）がエンジン付き農業運搬車（全長２メ
ートル、幅１．２メートル）の下敷きになっているのを帰宅した息子（５６）が見つけ、１１９番通報した。男性は搬送
先の病院で死亡が確認された。警察は、作業中に運搬車の操作を誤った可能性があるとみて事故原因を調べてい
る。警察によると、運搬車の荷台には樹木が積まれており、男性は裏山の伐採樹木を一人で片付けていた。

日没直後で薄暗くなっていた
交差点 横断中の高齢女性、乗用車にはねられ死亡

◇夜間・・・ヘッドライトをこまめに切り替え、遠目ライトで早期発見 事故防止◇
２０２１／２／６（土） １８：３７

５日の午後６時１５分頃、宮崎県の交差点で乗用車が直進中に道路を横断していた高齢歩行者をはねる事故があり
ました。この事故で、道路を横断していた女性（８７）が頭などを強くうち死亡が確認されました。事故当時、現場
は日没直後で薄暗くなっていた。


